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初任者研修及び現任研修における実習の組み立て

実習はカリキュラムの１セッションではなく

相談支援専門員の実務に即した地域の実地教育（OJT）と連動させて実施 することが

重要

初任者研修と現任研修の実習を混同せずに、目的を理解して実施することができているか？

相談支援専門員の実践教育を想定し、地域における人材育成の環境を整える

（参考）計画相談支援等に係る令和３年度報酬改定の内容等及び地域の相談支援体制の充実・強化に向けた取り組みについ
て（厚労省通知令和3年3月31日）

実習を担う人材と地域の体制

• 実習及び実地教育の中核的役割を担う「基幹相談支援センター及び主任相談支援専門員」

• 市区町村の相談支援体制の現状と底上げ（強み・課題）



継続的な学びとその場

テーマ別
研修

階層別研修

熟達化

初任者
研修

現任
研修

主任
研修

現任
研修

基礎
研修

知っておきたい知識

身につけておきたい技能

常に基盤におくべき価値

積んでおきたい経験

OJT
（地域全体で）

スーパービジョン

助言・事例検討など

少なくとも
５年

５年間のうち
に１回

掲載している研
修以外にも必要

専門コース別（地域相談、障害児相談、スーパーバイザー養成）
スキルアップ研修、医療的ケア児童等支援者/co養成 ……などなど

3出典：令和元年度主任相談支援専門員養成研修資料
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研修の構造（実習目的の違い）

初任者研修 現任研修

講義

演習１

・必要な学びの構造や内容を提示。
・動機づけを高める(ミッション！)。
・具体的な中味を知る、やってみせる。

実習１

演習2-1

演習３

演習４

・自分で体験してみる(試してみる)。
・自ら主体的に参加して学ぶ。
・統制された環境でモデルを学ぶ。

・自分で実地で体験してみる。
・実地の複雑性の中で実践的に学ぶ。

・自らの実践を言語化し、表現する。
・多様な視点で検討し、気づきを持つ。

・これまで学んだことの定着を図る。
・多様な視点で検討し、気づきを持つ。

・研修の振り返り(省察)を行い、今後の
実践への指針を得る。

活性化

例示

統合

提示

応用
実験

経験

概念化

実習２
・演習2-1での気づきを元にさらに実地で
の体験を深める。

・実地の複雑性の中で実践的に学ぶ。

省察

統合
経験

演習2-2 ・自らの実践を言語化し、表現する。
・多様な視点で検討し、気づきを持つ。

省察

省察

講義及び演習で学んだ価値・知識・技術を
実習を通して体験し、理解を深める。

自己実践の振り返り、成果や課題等に対する助言
や指導を受け経験値を高める（スキルアップ）

（共通事項）地域での実施教育（OJT）に繋げる機会
受け皿となる地域の相談支援体制の成果と課題の把握



新しいカリキュラムによる研修準備～実地研修企画の参考として～

考えられる研修 具体的な研修内容 想定研修方法

実習（初任）

インテークからアセスメント
（事例演習後の実践ケアマネジメント）
※実践事例の「無い」初任者への応援
地域資源情報の収集と整理（協議会等）

①アウトリーチによる実地研修

②情報入手方法と実態の説明及びアウトリーチに
よる現場把握

実習（初任）
法定研修の演習での検討を受けて
再アセスメント～サービス等利用計画の作成

①アセスメントの検証（再アセスメントする視点他者
の視点のＳＶ・グループ検討）

実習（現任）
演習で確認された支援課題についてチームで検討
※実践事例が「有る」現任者へのSV

①事例検討・ＧＳＶへの事例提出
②他者の事例検討・ＧＳＶへの参画

実習（現任） （自立支援）協議会の理解と参加
①協議会事務局での説明
②部会・事務局会議への参画
③提案の作成

5出典：令和元年度主任相談支援専門員養成研修橋詰氏作成資料を一部加筆して使用

【メリット】
・研修機会が多い
・育成者の理解を十分に深めることができる
・追加コストがかからないため経済的
・教える側の業務理解度、指導力が上がる
・事業所内コミュニケーションが活発になる
・戦力への直結

実習のメリットとデメリット
研修（実習）に必要な要素を活用し
てデメリットをメリットへ

・研修目的やカリキュラムの理解
＝相談支援専門員の人材育成の理解

・主任相談支援専門員の役割発揮
・基幹C等で行うOJTの広がり等

【デメリット】
・指導者の能力に大きく依存する
・指導者の時間的負担が大きい
・体系的な指導が難しい
・変化に対応する応用力が弱い
・学習意識が生まれにくい



令和４年度主任相談支援専門員養成研修 6

研修2 日目

研修3 日目

実習1日目

実習2 日目

初
任
者
研
修

現
任
研
修

研修3 日
研修4 日

研修5 日
研修6 ～7

日

実習1日目

実習2 日目

令和4年度　相談支援従事者指導者養成研修　ケアマネジメント基礎コース（初任者研修・現任研修）事前整理シート

（１）   都道府県相談支援従事者研修において、新カリキュラムの初任者研修の企画・統括・演習講師として、7 日間全てを経験していること

7 月1日の演習でグループワークする上での情報整理をお願いします（本課題の提出は求めません）

演習と実習の実施状況 事前準備状況（統括・演習講師・実習受入者） 令和3年度の課題・改善点
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【演習】初任研修カリキュラムを踏まえた実習の組み立て

①実習目的の理解と共有 ②実施体制と内容（基幹Cや主任相談、地域行政の役割や連携を含む） ③現状の課題等

【前半13：15～13：45】初任研修における実習
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【振り返り（全体共有）13：45～13：55】初任実習の共有

①実習目的の理解と共有 ②実施体制と内容（基幹Cや主任相談、地域行政の役割や連携を含む） ③現状の課題等
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【演習】現任研修カリキュラムを踏まえた実習の組み立て

①実習目的の理解と共有 ②実施体制と内容（基幹Cや主任相談、地域行政の役割や連携を含む） ③現状の課題等

【後半13：55～14：25】現任研修における実習
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【振り返り（全体共有）14：25～14：35】現任実習の共有

①実習目的の理解と共有 ②実施体制と内容（基幹Cや主任相談、地域行政の役割や連携を含む） ③現状の課題等


